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神奈川県大日野原遺跡における縄文中・後期の昆虫及び種子圧痕

　縄文時代中期から後期前葉の植物利用の実態を探るために、2012 ～ 2016 年度に中央大学で発掘調査を実施した（中央大学文学部考古
学研究室 2020）、神奈川県相模原市大日野原遺跡の土器資料に対してレプリカ法による圧痕調査をおこなった。

1. 資料と方法　　
　今回の対象資料は、第 4 調査発掘土器資料及び表採土器資料を合わせた 7486 点である。圧痕採取の手順は、①目視で土器を観察し、②
種実圧痕の可能性がある窪みを筆で洗浄する。③離型剤を圧痕とその周辺に塗布する。圧痕にシリコン樹脂を充填して、レプリカを作製した。
④作製したレプリカを実体顕微鏡で観察し、昆虫や種実について、走査型電子顕微鏡を用いて写真を撮影した。

2. 結果　

　縄文時代中期中葉ではアズキ亜属、後期前葉ではダイズ属とコクゾウムシが各 1 点得られた（表１） 。

3. 考察

No. 試料 No. 時期 型式 部位
付着
部位

重量 (g) 分類群名 部位
サイズ (mm) 簡易楕円体積 

(mm3)長さ 幅 厚さ

1 SOH-R006 後期前葉 堀之内 1 胴部 外面 23.3 コクゾウムシ 甲虫 (3.73) 1.31 1.12 

2 SOH-R101 中期中葉 勝坂 1 胴部 外面 16.4 アズキ亜属 種子 5.47 3.84 3.53 58.20 

3 SOH-R020 後期前葉 堀之内 2 胴部 内面 32.7 ダイズ属 種子 7.60 4.42 (3.32) (87.55)

表１.  検出された圧痕の詳細 　( 括弧は残存値を示す）　

表２.  関東で検出されたコクゾウムシ圧痕　( 括弧は残存値を示す )
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遺跡名 時期
サイズ (mm)

文献
長さ 幅 厚さ

1 取掛西貝塚 早期前葉 (3.6) 1.4 1.1 ( 佐々木 ・ 山本 2021)

2
犬塚遺跡

前期中葉 3.17 1.13 －
( 山本ほか 2018)

3 前期中葉 3.68 1.44 －

4
野塩外山遺跡

中期 (3.8) (1.4) (0.9)
( 山本 ・ 佐々木 2020)

5 中期 (3.8) 1.4 1.0 

6 大日野原遺跡 後期前葉 (3.73) 1.31 1.12

本報告は、科学研究費基盤研究 (B)(18H00744)、学術変革領域研究 (A)(20H05814) の成果による。
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図３.  コクゾウムシ圧痕の長さ 　( 小畑 2018） を改変　図２.  関東のコクゾウムシ圧痕検出遺跡　

　関東で報告されている 6 点のコクゾウムシ圧痕の長さを比べると、早・前期よ
りも中・後期のほうが大きい。また、全国のコクゾウムシのサイズを比べると、
関東の中期以降のコクゾウムシ圧痕は九州のものよりは大きく、同じ「クリ－ウ
ルシ利用文化圏」　( 佐々木 2014）に属する東北・北陸のものに近い。
　最古の縄文時代のアズキ亜属種子圧痕は、長野県北相木村栃原岩陰遺跡の縄文
時代早期表裏縄文系土器期であるが（佐々木 2020） 、一般にアズキが栽培化す
るのは中期中葉勝坂 2（藤内）期以降とされている（中山 2020） 。相模原市田
名塩田遺跡の勝坂 1（狢沢）期のアズキ（中山・佐野 2015）と併せて、大日野
原遺跡の事例も今後検討していく必要があるだろう。

図１.  圧痕レプリカ電顕写真　


